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日本独轄の学校行

カヨ平成16年5月25日(1) 

国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
修
学
旅
行

と
は
「
児
童

・
生
徒
に
日
常
経
験
し

な
い
土
地
の
自
然

・
文
化
な
ど
を
見

聞
学
習
さ
せ
る
た
め
に
、
教
職
員
、
か

引
率
し
て
行
う
旅
行
。
日
本
独
特
の

学
校
行
事
』
と
あ
り
ま
す
。

四
月
十
一

j
十
五
日
の
四
泊
五
日

の
日
程
で
中
学
=
一
年
生
が
京
阪
神
方

面
に
修
学
旅
行
へ
出
か
け
ま
し
た
。

生
徒
三
名
と
引
率
教
員
二
名
の
少
人

数
で
の
修
学
旅
行
で
し
た
が
、
京
都

で
は
自
分
た
ち
で
立
て
た
計
画
を
も

と
に
、
人
数
が
多
い
修
学
旅
行
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
古
都
の
自

然
や
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
六
年
生
十
一
名
は
、

五
月
十
一

j
十
三
日
の
二
泊
三
日
の

日
程
で
中
国
九
州
方
面
に
修
学
旅

行
へ
出
か
け
、
広
島
の
平
和
公
園
で

は
戦
争
の
悲
惨
さ
、
今
日
の
平
和
の

あ
り
が
た
さ
を
学
習
し
、
プ
ロ
野
球

観
戦
や
ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
、
ス

ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
な
ど
、
毎
日
が
興

奮
の
連
続
で
し
た
。

修
学
旅
行
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に

は
、
旅
行
先
で
の
見
聞
と
、
心
配
し

な
が
ら
も
旅
行
に
送
り
出
し
て
い
た

だ
い
た
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

合
わ
せ
て
、
大
切
な
思
い
出
に
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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(2) 平成16年 5月25日

四
月
八
・
九
日
、
村
立
と
し
て

は
お
そ
ら
く
最
後
に
な
る
で
あ
ろ

う
入
国
式
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新

入
園
児
八
人
、
新
入
学
児
十
一
人
、

新
入
学
生
八
人
が
新
し
い
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
慣
れ
な
い
環
境
で
の

生
活
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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新入学生中学校

み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

※
河
辺
小
学
校

新入学生小学校

と
仁
り

川
郁
よ

頚
一
柏
原
骨

教

ω藤

油

我
が
母
校
に
帰
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
後
輩
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
河
辺
中
学
校

こ
子
り

み
美
よ

す
主
中

諭
い
井
浜

t
M高
長

自

(

豊
か
な
自
然
、
新
鮮
な
空
気
、

ア
ッ
ト
・
ホ
1
ム
な
雰
囲
気
。
好

き
で
す
!
河
辺
。

新入園児

※リ残
河たるE
辺い給 4u
幼と食γ
椎問、」ν
園口をぷ
まめ栢
すざ食
。し・
て想栄養職

ヂピ芙昏蔀子
jt己(内子中より)

え恵
な
々
的
制

な
奈
一
円

合
仲
上
峰

ら
斗
叶
d

出
む
ヰ

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成
長
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

氏
名
、
保
護
者
、
将
来
の
夢
の
順

くぼ けんすけ

久保健介
久保雅樹

科学戦隊ダイナマン
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匝画

立
公
民
館
運
営
審
議
委
員

大
分
館植
松
分
館
長

坂
本
分
館
長

大
伍
分
館
長

北
平
分
館
長

大
体
育
指
導
委
員

大
富
寺
野

大
館
報
編
集
委
員

玉
井

有
友 宮
丙
山
富
治
雄
幸
寿

漉
部
鎌
田
八
重
子

紀
子

井
脇

国
井
高
木
千
津
野
敏
恵

大
野
長
岡

梅
木
加
茂

修
二
・
塚
野

裕
明
・
草
野

盛
喜
盛
光
良
照司

公
英

西
山
富
治
推
・
高
木

縁
・
久
保
千
江
子

00 
匝割

大
青
年
団

守

回

長

副
同
長

安
婦
人
会

h.. 
エ三

長

副
会
長

11 

陪

大
P
T
A
連
合
会

f、、
Z三三

長

副
会
長

1/ 1/ 

古
行
政
委
員
会

委
ハ
は
長

_LI 
)!IJ 

副
委
員
長

1/ 1/ 

大
社
会
福
祉
協
議
会

H百

A
ム
十
品

長

副
会
長

国
井
田
中

河
野
カ
ズ
ヱ

松
本

渡
部

有
友
五
頭

回
本
門
ゆ
か
り

鎌
田
八
重
子

田
中

長
岡
請
田

回
巾
玉
井

一
一
早
川

d悟
五泰
男

恵
子

紀
子

主早川叫旧

祥
守
岩
夫

盛
光
竹
男ヲム隆

イ団/ヰム自主i盟百 {寝))) トンイポンワ金年

国民年金には、所得の減少や失業等で経済的に保険料

を納めることが困難な場合には、申請によって、保険料

の納付を免除する制度があります。

免除には、 i全額免除」と「半額免除」の2種類があり、

前年の所得額等に応じて決定されます。

免除申請は、前年の所得を確認する必要がありますの

で、毎年、申請が必要となります。

く〉失業等の理由により保険料の納付が困難な場合は、前年の所

得にかかわらず保険料の納付が免除されます。

(問い合わせ先)役場福祉課

国民年金保険料の免強制度平成16年度“思春期健康相談"，._，ご案内~

大洲保健所では、思春期の子ども・保誰者・関係者のために、

健康相談を開催します。 間人の秘密は厳守しますので、安心して

ご相談ください。

“思春期こころの健康相談"…予約制(事前にお電話くださLミ)

相談内容:不登校・とじこもり・友人異性関係-将来の不安など

4人世帯
夫婦子2人

3人世帯
夫婦子 tA_

2人世帯
夫婦のみ

単身世帯

。全額免除と半額免除の対象となる収入のめやす

夫か妻のいず

れかに所得

(収入)のあ

る世帯の場合

月 日(曜日) 時 間 担当者

4月 22 日(木~.~ I ~~ : ~~-~~ : ~~ ・心理カウンセラー
5月27日(木) 1 10: 00-16 : 00 長谷川美和子
6月24日(木) 110:00-16:00 
7 Fl22日(木) I 10・00-16:00 伊賀上明子
8月26日(木) I 10: 00二百:00 ※担当の両カウンセラーは、

寸JJ30日(木) 10: 00-16: 00 平成15年浸より小-中'子校
Jj 28日(本)

10:.0o0o~-1166.:000 0 に配置される健康相談活動
11月25日(木) 10 アド、/すイザーのf旦当をして
12)]16日(木) 10 : 00-16 : 00 ! います。
1月27日(木) 10:00-16:0。
2月24日(木) 10:00~16.00 .保健所保健師
3月24H(木) ! 10: 00-16 : 00 

)は収入

単身世帯の場合

( )は収入

“思春期の子を持つ親のつどい"…事前にお電詰ください

.と き:上記“思春期こころの健康相談"と同じ日時 (10:00-16 : 00) 

.内 容:同じ悩みを持つ親が集まり、出談会・手芸・料理等を

とおして、交流しながら悩みを相談しあっています0

.担当者:カウンセラー・心の教宰相談員・保健師等

上記以外にも噛時、電話椙談・来所栂談を受け付けています。お

気軽にご相談ください。

:相談場所・連絡先:大洲保健所 母子・老成人係

電話:0893-24-3165 FAX: 0893-24-3167・
(大洲市田口甲425-1 愛媛県大洲庁舎2階)
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こ
の
度
、
向
井
猛
氏
が
「
県
政

発
足
記
念
日
知
事
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
県
行
政
の
振
興
に

関
し
、
特
に
功
績
顕
著
な
者
の
功

績
を
た
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

向
井
氏
は
、
森
林
整
備
事
業
等

国
及
び
県
の
施
位
取
を
積
極
的
に
導

入
し
、
地
域
へ
の
定
着
を
図
り
、

長
期
的
な
森
林
管
理
体
制
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
組
合

の
経
営
安
定
に
尽
力
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
農
林
事
業
体
「
や
ま
び

こ
」
の
設
立
に
尽
力
し
た
外
、
大

洲
市
森
林
組
合
外
三
組
合
と
の
合

併
に
あ
た
っ
て
は
、
中
心
的
役
割

を
担
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
豊
富
な

経
験
を
活
か
し
、
県
下
森
林
組
合

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
篤
い
信

頼
を
得
て
け
る
こ
と
、
等
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

たり

/ミわカ瓦第 161号

恒
例
の
河
辺
村
消
防
出
初
式
が

三
月
一
一
卜
八
日
に
河
辺
中
学
校
で

挙
行
さ
れ
ま
し
た
c

当
日
は
主
人
候
に
恵
ま
れ
、
松
本

凶
長
の
指
揮
の
も
と
規
律
あ
る
行

動
で
「
ポ
ン
プ
操
法
」
や
「
は
し

ご
技
法
」
「
小
隊
訓
練
」
と
次
々

に
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
河
辺
村
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「
風
船
飛
ば
し
」
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た

絵
や
願
い
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

た
風
船
が
一
斉
に
大
空
に
放
た
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
、
愛
媛
県
知
事
表
彰
等
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
五
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

おめでとうございます

。
第精日
て績本
分章消
凶防
分協
同会
長長
梅表
木 彰薮

称
略

美
徳

勤
続
章

団
本
部
副
団
長
武
田

第
三
分
匝
班
長
片
山

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章

第
二
分
団
分
団
長

」

1
-
A

福
寛男

章
治

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章

第
一
分
団
団
員
波
法

第
二
分
団
団
員
新
田

第
二
分
団
団
員
宗
野

第
三
分
間
団
員
高
橋

第
四
分
団
団
員
山
本

O
無
火
災
分
団
表
彰

一藤武 重
利利敏清男

第
一
分
凪

第
二
分
凶

第
四
分
団

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

家
族
内
助
の
功
労
者

中
野
正
月
団
員
夫
人中
野
キ
ク
ヱ

O
河
辺
村
長
感
謝
状

後
援
会
功
労
者

第
一
分
団
後
援
会
松

本

春

男

第
二
分
団
後
援
会
徳

見

武

満

第
三
一
分
間
後
援
会
直
h

旧
タ
ツ
子 はしご操法きまった!

主
軸
砂
災
曲
一
一
間
位
摘
す
る
備
え

今
年
も
ま
も
な
く
抑
向
の
季
節

を
迎
え
ま
す
。

ご
の
時
季
は
、
長
雨
や
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
全
国
存
地

で
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の

災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
般
に
、
一
時
間
に
二

0
ミ
リ

以
上
又
は
、
降
り
始
め
か
ら
一

0

0
ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
り
続
く

と
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
尊
い
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

在
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
家
の
周
り
の
排
水
路
を
掃
除
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
0

0
家
の
周
囲
に
急
傾
斜
地
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、
亀
裂
や
段
差
が

で
き
て
い
な
い
か
点
検
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

J

O
家
の
近
く
の
谷
川
な
ど
が
に
ご

っ
た
り
、
家
の
周
囲
の
急
傾
斜
地

に
亀
裂
や
段
差
が
で
き
た
と
き

は
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
c

O
万
一
に
備
え
て
家
族
で
身
近
な

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
E難
時
に
は
お
年
寄
り
、
子
ど

も
、
病
人
、
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
に
対
し
て
、
家
族
の
人
ば

か
り
で
は
な
く
近
所
の
人
た
ち

も
協
力
し
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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箇・・・・・・・・・・園
「
児
童
手
当
な
ど
」

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
こ
の
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資

質
の
向
上
を
呂
的
と
し
ま
す
。

ト
え
給
の
対
象
は
、
小
学
校
就
学

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
第
一
子
及
び
第
二
子
に
つ
い

て
は
月
額
五
千
円
。
第
三
子
以
降

に
つ
い
て
は
月
額
一
万
円
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
に
よ
り
父
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
な
い
児
童
の
母
ま
た
は

父
が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
が

11 Iヤミ金融にご注意!11
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低金利即融資
無審査

090ー・・・・ー・
0120-. .・・・・

あ
る
児
ハ
坑
の
母
、
あ
-
.
は
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
対
し
、
児
童
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
子

当
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
子
当
は
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
心

身
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
児
童
を
藍
護
し
て
い
る

父
、
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

支
給
期
間
は
、
児
童
手
当
に
つ

き
ま
し
て
は
、
出
生
か
ら
六
最
到

達
技
最
初
の
つ
一
月
三
十
ム
日
ま
で

の
間
(
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童)。

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
児
童
手
当

の
支
給
対
象
年
齢
を
現
行
の
義
務

教
育
就
学
前
か
ら
小
学
校
第
三
学

年
修
了
前
(
平
成
七
年
四
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
児
亘
)
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

「
兜
童
子
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
に
つ
き
ま
し
て
、
平

成
十
六
年
二
月
十
日
閣
議
決
定
を

経
て
国
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
審
議
に
至

っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
制
度
改
正
に
伴
う
認

定
請
求
等
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

改
正
法
案
施
行
後
に
受
給
者
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
例

年
通
り
受
給
者
の
現
況
届
ほ
し
ハ
月

中
に
送
付
し
ま
す
。

~暑い夏に諒Lい便り お届けします~

暑中見舞用はがき好評発売中日

郵便局では、ただいま平成16年用警中貝舞用郵便葉吾を発
売しています。

粁類は、裏面jに夏らしいイラストを配した絵入り2種類

(1田園JI浜辺J)のほか、「無地|、パソコン愛好者に好評を
いただいている「インクジェ、ソト紙lを販売しています。
価格は、いずれも1枚50円です。

親
し
い

2 
に

旦
扶
養
子
当
に
つ
き
ま
し
て

は
:
該
当
に
な
っ
た
時
か
ら
十
八

歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最
初
の
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
問
。

な
お
、
児
童
の
心
身
に
お
お
む

ね
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合

は
、
ム
ム
十
歳
未
満
ま
で
子
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、

該
当
に
な
っ
た
時
か
ら
二
十
歳
ま

で。
こ
れ
ら
の
各
子
当
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
、
ま
た
、
申
請

を
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

辺」「浜

.ヤミ金融とは

無登録で営業したり、法外な金利をと

ったりするもので、広告などで正式な会

社名を標記ぜず、連絡先として携帯電話

番号やフリーダイヤルしか明かしていな

いことが多い。

@予防と対策

・電柱に貼っているチラシなどの「低金利・即融資JI無審
杢・ブラックOKJといった宣伝文句にだまされず、安易
な借金をしない。

-登録業者かどうかを確かめる。

-法定利d忠、以上の金額は支払わないっ

-脅迫や暴力的な取り立てがあった場合は、警察へ届け出ま

しょう。

・ハガキや電話で身に覚えのない取り立てをする架空請求に

対しては、支払pや連絡をせず無視すること。

[県関係相談窓口i
県知事登銀貸金業者に係る苦情相談

-各地方局商工労政課・愛媛県経営支援諜

不当請求に係る消費生活相談

…各地方向県民生活課・県生活センタ一

法外な金利や脅迫的な取り立ての相談・・・各警察署

函
連
く
離
れ
た
あ
の
方
に

国J「田地J

みほん

「無

あ
な
た
が
愛
わ
れ
ば
、

肱
川
も
変
わ
る
!

i
L
o
v
e
肱
川
.

環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

郷
土
の
川
、
肱
川
に
清
流
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う

川
で
遊
び
、
川
と
親
し
み
ま
し

レ
品
、
円
ノ

o
カ
ヌ
ー
や
ボ
l
卜
で
川
を
下
り

な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

六
月
五
日
は
、
環
境
の
円
で
す
り

こ
の
日
を
記
念
し
て
、
地
域
住

民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
肱
川

の
環
境
保
全
に
向
け
た
事
業
を
行

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日

時六
月
五
日

参
加
費
二
千
五
百
円

対

象高
校
生
以
卜
の
方

主

催大
洲
市
、
肱
川
流
域
清
流
保
全

推
進
協
議
会
、
大
洲
市
カ
ヌ
i

協
会
、
国
土
交
通
省
大
川
河
川

国
道
事
務
所
、
国
立
犬
洲
青
年

の
家

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

国
立
大
洲
青
年
の
家
事
業
課

電

話C
八
九
三
(
一
-
四
)
瓦
一
七
五

メ
i
ル

山
1
H
H
ー♀ぽ
J

可
。
⑧
出
色
口
角
川
口
・
向
。
・
〕
円
}

(
土
)
、
六
日
(
日
)
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穆

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
最
近
、
優
し
い
ひ
と

が
河
辺
村
に
き
ま
し
た
。

三
月
に
、
ク
レ
ー
ル
さ
ん

は
英
会
話
の
ク
ラ
ス
を
訪

問
し
ま
し
た
の
彼
女
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
来
ま

し
た
。
今
、
八
幡
浜
に
住

ん
で
い
ま
す
。
彼
女
も
英

語
の
先
生
で
す
よ
。
英
会

話
の
学
生
は
彼
女
に
い
ろ

い
ろ
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
だ
の
し
か
っ
た
で

す
。
今
月
、
カ
ナ
ダ
の
友

達
、
マ
リ
ア
シ
ド
レ
さ
ん

が
日
本
に
来
ま
し
た
。
日

@ 

o 

@ 

@ 

@---
電丞

省吾

思給欠格者、引揚者の皆様ヘ

③ 

⑮ 

コ
-
-
-
a
ψ
@
@
@
、
っ

E

3

ー

@

・

@

本
は
始
め
て
で
す
よ
。
彼

女
は
河
辺
村
の
木
と
山
が

す
き
で
し
た
。
マ
リ
さ
ん

と
は
長
い
間
あ
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
い
っ
し
ょ

に
小
学
校
と
中
学
校
に
い

き
ま
し
た
。
彼
女
は
「
生

徒
が
擾
し
く
て
礼
儀
正
し

い
で
す
ね
」
と
い
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
マ
リ

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
関
西

地
方
と
東
京
へ
い
き
ま
し

た
υ

そ
の
と
き
の
写
真
を

見
た
い
人
は
私
に
た
ず
ね

て
下
さ
い
。

u

g
鳴

・

・

@

窃

傘

@

@

m
w
@
G
 

② 

③ 

b-命@
U

二

-コ一
d

コ
aw
場
一

‘' @ 
@ 

'"， .. 
• 
3 

9 
g 

• ・@・ J

@
a
'
U
@
審
@
@

。終戦に伴い、本邦以外の地域から引揚げてこられた方

昭和42年の引揚者特別交付金を受給された方に、内閣総

理大臣名の書状を贈呈しています。(請求期限:平成17ir.
3月31日) 。

@ 

コ

@

@

@

。田軍人軍属で思給などを受けていない、いわゆる恩給欠

格者の方

① 外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が3年以

上の方及び在峨年が加算年を台めて3年未満の方のうち

実布職年が1年以上の方に、内閣総理大臣名の書状・銀

杯、を贈呈しています。

内地勤務粁験のみの方で、実在職年が1年以上の方に、

内閣総理大臣名の書状を贈呈しています。

上記対象者で、詰ぷを行うことなく亡くなられた庁に、

ご遺が;からの請求に応じて対象者あての内閣総珂大臣

名の書状を贈呈しています。(③の請求刑隈:平成17年

3月31日)

。請求書類は、各市区町村の福祉関係の担当課に用意して

あります。
@
@
@
ぬ
材
、
w

.

.

 

[お問い合わせ先]

独立行政法人平和祈念事業特別基金

園 0120-234-933まで

ホームページ http://www.heiwa.go.jp/ クレールさんと記念撮影
. . ...⑮@  e '~j 与。@、?$..)üO I1ilI3l 0.む
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二
次
試
験

一
.
口
述
試
験

ニ
.
作
文
試
験

三
身
体
精
密
検
査

四
.
体
力
検
査

五
且
適
性
検
査

※
試
験
内
容
は
必
ず
各
試
験
案
内

で
ご
確
認
く
、
だ
さ
い
。

受

験

日

時

高
校
卒
受
付
期
間

八
月
十
九
日
j
九
月
十
日

一
次
試
験

試

験

日

十

月

十

日

合
格
発
表
十
月
下
旬

二
次
試
験

試

験

日

十

一

月

上

旬

合
的
発
表
十
一
月
下
旬

内
定
十
一
一
月
頃

採
用
説
明
会
一
月
頃

採
用
四
月
一
日

一
「
海
舛
宝
く
じ
』
の
タ
イ
ニ

一
レ
ク
ト
メ
i
ル
に
と
用
心
一
一

大
洲
署
管
内
に
お
け
て
オ
l
ス
一

ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
海
外
で
一

…
発
行
さ
れ
た
宝
く
じ
を
購
入
す
る
…

ょ
う
求
め
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
一

…
が
郵
送
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
一

お

り

ま

す

。

一

当
選
し
た
と
思
わ
せ
る
表
現
で
一

宝
く
じ
の
購
入
代
金
を
だ
ま
し
取
一

ら
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
一

ま
た
、
業
者
は
海
外
で
あ
り
返
一

金
や
解
約
な
ど
が
困
難
で
す
。
一

『
海
外
宝
く
じ
』
ダ
イ
レ
ク
ト
一

…
メ
!
ル
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
一

J
-

っ

一

海
外
宝
く
じ
は
、
国
内
で
の
販
一

売
、
取
り
次
ぎ
、
授
受
は
刑
法
第
一

一
八
七
条
で
禁
止
を
れ
て
い
ま
す
。
一

i
l
-
-
H
A
J
j
i
-
l
l
i
-
-
a
l
i
-
-
i
H
1
1
6
H
i
l
l
i
-
-
L
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コ
ー
ド
や
配
線
昂
具
に
は
、
流

れ
る
電
気
の
量
に
限
界
が
あ
り
ま

す。
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
や
マ
ル
チ
タ

ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
、
タ
コ
足
配

線
を
し
て
い
る
と
一
度
に
た
く
さ

ん
の
電
気
が
流
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
、
大
変
危
険
で
す
。

電
気
器
具
は
専
用
の
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

わ

文
化
庁
が
作
品
の
自
由
利
用

を
認
め
る
著
作
者
の
た
め
に

「
自
由
利
期
マ
ー
ク
」
を
策
定

カ瓦

丈
化
庁
は
、
著
作
者
(
著
作
物

を
創
っ
た
人
)
が
、
自
分
の
著
作

物
を
他
人
に
自
由
に
使
っ
て
も
ら

っ
て
よ
い
と
考
え
る
場
合
に
、
そ

の
意
思
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め

に
、
「
自
由
利
用
マ

i
ケ
」
を
今

年
二
月
に
策
定
し
、
公
開
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
や

書
籍
な
ど
の
苦
作
物
に
お
い
て
、

利
用
目
的
に
応
じ
て
著
作
者
の
許

諾
を
受
け
ず
に
自
由
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
マ

l
ク

で
す
。
こ
の
マ

l
ク
に
は
三
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
、
「
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
・
コ
ピ

l
・
無
料
配
布
O

K

マ
1
ク
」
、
「
障
害
者
の
た
め
の
非

営
利
目
的
利
用
マ

l
ヶ
一
、
「
学
校

平成16年5月25日(7) 

財
~T 団
o E 法
八 L愛人
九援
三支四
二部園
芸士電

ょa:
央事革

こ華麗
- ~π A. 
一一 、一:--z>: 

教
育
の
た
め
の
非
営
利
目
的
利
用

O

K
マ
i
ク
」
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
c

各
マ

l
ク
は
丈
化
庁
の
ホ

1
ム

ペ
l
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
!
ド
出
来
ま

す
が
、
著
作
者
の
意
思
表
示
の
在

り
方
や
マ
ー
ク
の
付
け
庁
、
マ
ー

ク
の
付
い
た
も
の

を

利

用

す

る

時

の

ぽ

れ
脊

下

注

意

事

項

も

、

併

閣

認

せ

て

掲

載

し

て

い

学

摘

。

ま
す
の
で
、
利
用
邸
ハ
竹
山
川

d

ヨ

ふ
j

V

J

す

る

際

に

は

必

ず

騨

官

州障
下

町

文
化
庁
の
ホ

l
ム

ず

9

ペ

ー

ジ

を

確

認

す

ぽ

叫

胸
際
刈

る

よ

加

の

山

用
川

々
c
、4
0

品川川

W

巾 T文間
三oE化い
主主 L庁合
ヰ| 著わ
E五作せ
単二権先

る五課
i! 1 
EL四
ω-
cc 
0-

てコ

職場I~おItるセクシユ
ハラスメント臨止のために!

セクハラは基本的人権の侵害で、あり、被害者のみなら

ず行為者も働く喝を失うことにつながる大きな問題で

す。企業にとっても、人材の損失や企業イメージの低下

を招き、雇用管理責任が問われる問題です。

セクハラは未然に防止することが最も重要であり、男

女雇用機会均等法では、セクハラ防止のための事業主k

配慮義務を定めています。

事業主は①セクハラ防止のための方針の明確化とその

周知・啓発、②相談・苦情窓口の設置、③セクハラが生

じた場合の迅速かつ適切な対応が求められています c

ー人ひとりが基本的人権を尊重され、能力を発揮しな

がらいきいきと働くことのできる職場づくりのために、

セクノ、ラをなくしましょう!

愛媛労働日雇用均等室では、セクハラに関する様々な

相談を受け付けておりますので、お気軽に御相談くださ

相談センターは平日午後5時以降・
土曜日も開いています。

/:こ紙袋時 ¥1

1¥特実業です/

賃金の引き下げ、労働時聞の

変更、出向・配置転換や突然の

整開解雇など労働条件について、

全国のセンターで年間約30，000件

の相談に応じています。

松山労働条件相談センター

松山市大手町1-1-1 岩本ビjレ3階

函 0120-135-807

愛媛労働局雇用均等室

松山市本町2丁目1-7

松山東京海上ビル

TEL 089-935-5222 

089-935-5223 

(問い合わせ先〉

ご利用いただける日時

月曜日~金曜日

午後2時~午後8時

土曜日

午後1時~午後6時

FAX 厚生労働省/(社)全国労働基準関係団体連合会
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6 月 7 月
健康相談

金婚祝賀会 2 
3 
4 道路愛護一日奉仕作業
5 

6 健康相談
7 

8 
9 骨粗しよう症検診

心配ごと相談・行政相談 10 

11 
12 心配ごと相談・行政相談

13 
14 

健康相談 15 
16 

17 
18 
19 
20 終業式・健康相談
21 幼-小・中 夏休み

人権のつどい 22 
23 
24 

25 
26 
27 
28 子宮・乳がん検診

29 
30 
31 

村議会定例会
未定
参議院議員選挙

分館対抗レクバレー大会 施設清掃

インフォメーション
…火
権
教
務
波
紋
…獄中交
……
側
一

「
個
人
情
報
の
保
護
と
人
権
」

誕
生
日
に
な
る
と
見
知
ら
ぬ
会
社

か
ら
、
パ
ー
ス
デ
!
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
き
、
入
学
を
控
え
た
児
童
・
生
徒

に
は
、
各
種
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が

配
達
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
、

「私
の
誕
生
日
が
わ
か
っ

た
の
だ
ろ
う
?
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
契
約
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
な
か
で
、
自
分
の
個
人
情

報
を
少
し
ず
つ
出
し
て
い
る
の
で
す
。

一
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

散
ら
ば

っ
た
紙
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
簡
単

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
好
き
な
食
べ
物
」
「
行
き
た
い

旅
行
」
な
ど
、
何
気
な
く
答
え
て
も
、

一
度

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
イ
ン
プ
ッ
ト

さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
デ

1
タ
は
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
よ
う
な
媒

体
を
経
由
し
て
、
簡
単
に
ほ
か
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
移
動
し
て
、
各
種
デ

ー
タ
と
結
合
さ
れ
、
自
分
と
は
全
く

関
係
の
な
い
会
社
に
個
人
情
報
と
し

て
集
積
さ
れ
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
私
生
活
が
情
報
的
に

は
、
丸
裸
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
情
報
が
正
確

か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
そ

の
内
容
を
私
た
ち
自
身
が
知
る
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
、
情
報
機
器
に
よ

っ
て
私
た
ち
の
人
格
が
深
く
傷
つ
け

ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
「
情
報
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
」
の
確
立
を
目
指
し
て
、
個
人

情
報
の
保
護
が
具
体
的
に
整
備
さ
れ

よ
う
と
し
て
お
り
、
明
一
仰に
よ
っ
て
は
、

A123456(01 ) 

個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い

ま
す
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
た
、
だ
、
「
表
現
の

自
由
」
と
か
「
知
る
権
利
」
の
制
限

に
関
連
し
て
、
法
律
で
保
護
す
る
の

で
な
く
、
関
連
業
界
の
自
主
規
制
で

保
護
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

i
a
iば
id

み

・

ゆ

J

司

付
逝
き
ま
せ
る
夫
は
今
も
天
国
で

山…

仲

家

族

見
守

リ

生

き

て

い

ま

せ

る

清

水

菊

江

州

特

喜

寿
前
に
み
そ
ひ
と
文
字
を
聞
い
て
よ
り

-

仲

短

歌

に

入

リ

苦

労

の

連

続

谷

本

義

隆

刑

仲

明

る

き

部

屋

大

き

書

柵

も

そ

の

ま

ま

に

判

仲

亡
失

安

ら

ぎ

し

一

箇

所

な

り

き

船

尾

久

子

付

ip

す
わ

や

仲

手

を

そ

え

ば

や

っ

と

お

座

り

す

る

孫

に

仲

H

お

く

か

ざ

↑

州

贈

る

ひ

な

様

嫁

と

飾

り

ぬ

山

本

力

シ

子

付

制

さ

き

が

け

て

芽

ぐ

み

そ

め

た

る

あ

じ

さ

い

は

仲

司

ゆ

ト

州

二

月

の

風

に

小

さ

く

揺

れ

お

リ

増

本

喜

久

男

仲

4

た

け

さ

い

え

ん

しR

削

身

の

丈

の

ほ

ど

よ

き

菜

園

楽

し

み

つ

仲

間

畑

打

つ

吾

に

春

風

の

舞

う

谷

本

愛

子

仲

制

こ

れ

以

上

や

さ

し

く

す

る

な

娘

た

ち

州

令

と
し

斗

桝

歳

ふ

れ

ば

涙

も

ろ

く

な

る

わ

れ

戸

田

薫

明

以
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4
4
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T
T
T
T
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3
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3
7
忍

至自

16 16 

5 3 

10 11 

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

富
永
つ
る
子
(
上
大
成
)
訂
歳

植
木
花
子
(
植
松
)
出
歳

植
木
ユ
キ
ヱ
(
赤
ケ
滝
)
四
歳

新

治

太

郎

(
川

上
)
卯
歳

吉
野
訂
(
名
場
連
)
苅
歳

北
地

栄

)

邸

歳

消
息

大
末
な
、
が
く
お
幸
せ
に

ヘ

久

保

龍

哉

(
川

崎
)

/
棚
田

三
佳
(
松
山
市
)

鶴
喜

(
H15. 5.1現 1，366(ム 85)

H14. 5.1現 1，356(ム 75)

H13. 5.1現 1，362(ム 81)

H12. 5.1現 1，375(ム 94)

Hl1. 5.1現 1，402(ム121)

人のうごき
(平成16年5月l日現在)

世帯数 530戸
男子 628人
女子 653人
計 1，281人


